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式（3）をジョブ iの平準化指数と定義する。これによ
り，工程間の滞留状況をジョブの優先度として定量化で
きる。すなわち，現工程の仕掛りが多く，次工程の仕掛
りが少ないジョブは di(t) の値が大きくなり，優先して選
択される。ロットの優先度も同様の考え方で設定する。
2．3．5　適用結果

　提案モデルの効果を確かめるため，次の 2ケースにつ
いて 3カ月間のシミュレーションを行った。いずれの
ケースも図 10 に示す待ち行列モデルを用いた。



搬送効率が向上する。そこで本方法では，事前に決定し


